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<芸術面での出来事>

・ロシア文化の<白銀の時代>が始まる

・マリネッティによる「未来派宣言」

・｢ダイヤのジャック｣展

・「芸術世界」展（ラリーノフ）

・「標的」展

・ロシア未来派オペラ「太陽の征服」

・「ナンバー四」展

・「0・10　最後の未来派」展

・ヴィテプスク・ルネサンス

・ウノヴィス（新芸術支持派）結成

・第三インターナショナル記念模型塔の

略年表

→　～1910

→注)イタリア
→ロシアのモダンアートの開花

→「レイヨニスム」を創案

→マレーヴィチの舞台装置

→「シュプレマティスム」の作品

→ロシア・アヴァンギャルドの最初　　　

　の拠点

→“古い芸術を投げ捨てよう”

完成（タトリン）

<国家・政治面での出来事>

・ロシア全土でゼネスト

・第一次世界大戦勃発

・ニコライⅡの退位

・24日：ペトログラード占領

・25日：ソヴィエト共和国の成立

・26日：新政府（人民委員会）の指名

　　　人民教育委員にルナチャルスキー

・IZO（人民教育部造形芸術部門）創設

・スヴォマス（国立自由工房）の開設

・インフク（芸術文化研究所）の開設

・スヴォマスがヴフテマスへ改組

1921

1922

1923

1924

1925

1926

1927

1928

1929

1930

1931

1932

1934

1940

・インフクに最初の<構成主義>グルー

・「構成主義者」展　→芸術と生活を工

・ガボ、ロシアを去る　→非実用的構成

・アスノヴァ（新建築家協会）の設立

・M・ギンズブルグ　『様式と時代』

・OSA（同時代建築家協会）設立

・「日常生活のためのソヴィエト・テクスタイル」展

・VOPRA（プロレタリア建築家同盟）

・マヤコフスキー自殺

・ソヴィエト宮計画の最初のコンペ実施

・ASNOVA・ARU（建築家・都市計画家

・レタトリンの展覧会　　　　　　　★　

プが結成される

業的大量生産で結び付けようとする。

主義が排除される。

→ヴフテマスの卒業生による

→構成主義建築宣言

結成

協会）が解散させられる。

ロシア・アヴァンギャルド終末の年

・ネップ（新経済政策）導入

・グロンシュタット軍港で水兵の反乱

・レーニン死去

・装飾展覧会の開催（パリ）

・ヴフテマスがヴフテインへ

・トロツキー、ジノヴィエフ党除名（スターリンを中心とする党の独裁の確立）

・五ヵ年計画が打ち出される（重工業、

集団農場制、総合国家政治保安部）

・文化革命

・第一次五ヵ年計画

・キーロフ暗殺

・トロツキー暗殺　（大粛清の時代）

Ⅱ、構成主義のデザイン原理･･･〈構成〉とは何か？
1 構成主義の分類

　　　　　　　　非実用･･･フォルマリズム

構成主義　　　　　　　　　　　　批判　　　　　幾何学

実用･････ロシア構成主義　　　抽象形

実用→社会にとって有意義な唯一の芸術形式であり、これだけが、芸術と大衆の間に真の対話を成り立たせると信じていたから

2 構成主義の形態

(1) 構成主義は絵画、彫刻、建築という造形芸術の三分法から、ファトゥーラ（表面の状態の中核をなすもの）、構成、構築学という三段階に発展する。

新造形主義

(2) 絶対主義　　　　自然の鏡映（描写に関する伝統）を破棄し、自己内部（精神性）

構成主義　　　　を視覚的なものの色彩性、関係性に表した。

　　　　　　　　――→リアリズムの放棄、観念論

(3) 唯物論であるマルクス･レーニン主義はなぜ観念論的構成主義を受け入れたのか？

――→モホイ・ナジの答え；芸術の主観的な自立性においてこそ、個人的なものと集団的なもの、私的なものと社会的なものを結ぶ可能性があるから。

　　

（エ）〈構成〉＝個性的な表現によって、内面の共同体へ向かう、精神活動。

　　　　〈絵画〉は外のものにとらわれていて、内なる共同体に達することが出来ない


③　構成主義の彫刻への関心・・・モホイ・ナジの『材料から建築へ』より

→なぜ、構成主義は彫刻だったのか？

絵画が一般的に親しまれているだけに既成の枠組みにとらわれているからであり、

彫刻は、額縁を飛び出し、空間的、三次元表現として、より自由な可能性を秘めて

いると感じられたからである。

・彫刻は量感の造形、量塊から運動へと歴史的展開をする。

1． 塊的　2、彫塑的　３、穿孔的　４、浮遊的　５、キネティック的

以上の五段階によって、彫刻における、つまり、技術的ユートピアを実践した。しかし、彫刻は人間にとって常に閉ざされており、人間社会（生活）におけるユートピアを目指す、構成主義と矛盾。

　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　そこで、人間が対象としてみるのではなく、そこで生活する（実用である）空間（建築）へと展開する。

　　　　 

空間＝生物的機能＝共通の生物的構造を基盤にしている←誰もが生き、空間を体験する

空間造形＝部分空間を折り合わせて、あらゆる広がりの方向を、目には見えないがはっきりと知覚できるような運動関係として、また変動するエネルギー関係として定着させること　　EX.　立体交差の道路、大型客船、

　

・実用的な＜構成＞とは・・・

　人間の造形過程、原形をとらえようとする造形の探求である。そして、人間の共通の具体的・客観的な＜生物的＞なもの（知覚・運動・平衡）が基礎である。

　＜構成＞の要素は、人間の主体から結合される、それゆえに、＜構成＞は有機体として生命を持つものになっていかなければならない。

・モホイ・ナジは合理主義・唯物主義であるとともに、職業的夢想家（←観念的）でもあった。この彼の二つの面は、構成主義の特徴でもある。

4 筆者の考察

〈構成〉とは人間と世界のかかわり方であり、デザインは〈構成〉だともいえるかもしれない。デザインは世界を秩序立て見えるものとし、その秩序が世界に属するのならば、人間はそれを〈描写〉し、世界を受動的に受け取る。一方、秩序が人間に属するのならば、人間が世界を〈構成〉する。すなわち、世界を能動的に変え、作り出そうとする。

1917年にロシア革命を経験した構成主義は現実世界を見た。そして、現実世界の〈描写〉から脱出するだけでなく、芸術による現実世界の変革、〈構成〉へ進もうとした。その〈構成〉革命は成功したのだろうか・・・。

〈考察〉

ロシア・アヴァンギャルドの芸術家達は、ロシア革命の流れに乗り、芸術により
ユートピアをつくることを目指した。その方法が、今まで存在しなかったものを新た

に生み出すという、〈構成〉という概念であった。そのために、芸術家は既存の芸術を打

破し、大衆の生活に芸術を取り込むべく産業による実用品を目指したのだ。そして誰

もが体験することのできる実用品、空間（建築）の構築が達成され、人々がそれを共

有したとき社会という空間もユートピアとして新しく生まれでるはずだったのである。

　〈構成〉という概念の運命はタトリンの第三インターナショナル記念塔に象徴される

だろう。第三インターナショナル記念塔が実際にネヴァ川をまたいでそそり立ち、人々

が中に入ったとき、それは有機的に機能し、新たな世界を生み出したであろう。しか

し、実際は経済の悪化、技術不足のため現実化されずに終わったのだ。構成主義者たちの

ユートピア建設も経済悪化、技術不足を前にし、達成を拒まれ、逆に生産を促すための

プロパガンダとして共産党に利用され挫折していったのだ。

・ロシアにおける構成主義の歴史を見るとき、作者の「デザインは現実世界を批判し、

変革する事が出来るだろうか」という問いかけに対して、ノーと言わざるをえないよう

に思える。芸術やデザインは現実世界の前でそれらに何らかの影響を与えるより

も、それらの影響を受けるという状況が今後も圧倒的であろう。しかし、一方で、芸術

やデザインは人の考えや行動に影響を与え、変革することは可能である。そしてその人

々の行動や考えは現実世界を変革する可能性をもっている。

デザイン(design)

   　生活に必要な製品を製作するにあたり、その材質・機能および美的造形性などの諸要素と技術・生産・消費面からの各種の要求を検討・調整する総合的造形計画（広辞苑より）

デザインが何であるのかは文中でも明確にされていないが、辞書的な意味から考えると、

＜構成＞＝デザインだということが出来る。従って、ロシア構成主義者はデザインによってユートピアを目指したのだといえる。まさに、“すべての人々が平等で幸せなユートピアをつくるためのデザイン”である。

　デザインされたものには、「デザインする人」－「使う人」という関係が存在する。そして、デザインによって人の行動は決定（悪く言えば制御）される。人間は無意識のうちに、そのような世界で生活しているのだ。果たして、そこはユートピアだということが出来るのだろうか。モホイ・ナジが言うように、＜構成＞＝デザインは人間の生物的構造に根ざしているからユートピアだということが出来るのか。そもそも、人間共通の普遍的なデザインは存在するのかという疑問が生じてくる。そして、モホイ・ナジの考え方は、やはり、観念論なのではないかと感じる。

　しかし、これは現在のデザインの世界でも追求されていることであり、永遠のテーマ(謎)なのかもしれない。そのように考えてみると、筆者が言うように、モホイ・ナジに影響を与えたロシア構成主義者のユートピアへの挑戦は終わることなく現代にも受け継がれているのだ。それゆえに、１９３２年に終焉してしまったロシア構成主義の＜構成＞革命は、失敗でも成功ともいえない、現在も進行中だといえるだろう。

・彫刻が塊的段階から様々な段階を経てキネティック的段階へと至ったように建築も現在世界に溢れているような塊のような建物からキネティックな建築に移りかわっていくのだろうか。例えばそれは、お台場にあるフジテレビ社屋やホテルニューオオタニの回転する展望レストランのような建築といえるのだろうか。またそうでないならば、キネティック的な建築というものは存在しえるのだろうか。

＜議論をしたい点＞

・文献88ページの座標について、第一象限、第二象限には何が入るのか。

・デザインで社会革命はできるか？

<用語解説>

・レイヨニスム

　物体に反射する光線が放射状に交錯して形成する空間的な形態を描いた。非物質的な光線という展でロシア・イコンのような精神性と結びつく。切れ切れの面や線の唐突な結びつきは、現実的な時間や空間の感覚を超えた、当時流行の４次元的な時空感覚を呼び起こす。土着的なネオ・プリミティヴィズムと科学的＝神秘的思想とを融合したものだった。1915年にラリオーノフとゴンチャローワが西欧に移住して、レイヨニスムは終わる。

・シュプレマティスム（絶対主義）

　マレーヴィチによるところの「創造的な芸術における純粋な感覚の絶対性」。具体的には、「(黒)の正方形」を、自然から抽象された形態ではない絶対的な無対象性とし、至高（シュプレーム）な精神とみなした。

・OSA（同時代建築家協会）

　レフ（芸術左翼戦線）の建築グループによってモスクワに設立され、のちにレニングラードの建築家を加えた。構成主義と機能主義、最新の構造と素材の使用、構築物の標準化を主張した。1931年まで存在した。

・ウノヴィス（新芸術の肯定者）

　この芸術家の団体は、1919年の終わりにヴィテプスクで、カジミール・マレーヴィチと彼の生徒たちのグループによって、まず<ポスノヴィス（新芸術の支持者）>として創設され、1920年2月にウノヴィスと改称された。この同盟は1923年8月以降、再編されたペトログラードの芸術文化博物館（1925年からは国立芸術文化研究所、ギンフクとして知られる）を拠点にしたが、その活動は1926年のギンフク解散に関連して途絶えた。

・IZO（教育人民委員会造形芸術部門）

　人民委員会は、1917年から46年にかけて存在した、ソヴィエト国内の政府部局を管理する中央機関。教育人民総計芸術部門は1918年1月に発足した。1919年初頭までは、ふたつのセクションがペトログラードとモスクワに並立していた。造形芸術部門は1922年9月に解散した。

・スヴォマス（自由芸術工房）/グスフム

（国立自由芸術工房）

　各都市に散在する地方美術学校をもとにつくられた、芸術教育施設。1918年から20年代初頭まで存続した。工房の教師陣はアヴァンギャルド運動と生産芸術の支持者たちであった。モスクワの第１グスフムはストロガノフ美術産業デザイン中央学校、第２グスフムは絵画・彫刻・建築学校を、それぞれその前身とし、ペトログラードのグスフムは、美術アカデミー高等学校がもとになった。

・インフク（芸術文化研究所）

　イゾ（教育人民委員会造形芸術部門）付属の機関として、ヴァシリー・カンディンスキー、アレクサンドル・ロトチェンコらの主導で1920年5月にモスクワに設立された。1921年に「産業美術センター」になり、1922年1月1日までにラフン（ロシア芸術科学アカデミー）の一部になった。

・ヴフテマス（国立高等芸術・技術研究所）

1） 第１・第２グスフム（国立自由芸術工房）の統合によってモスクワに組織された教育機関（1920-26年）。1926年ヴフテイン（国立高等芸術・技術研究所）に変わった。

2） グスフム（国立自由芸術工房）が高等教育学校に変化した結果ペトログラードに創設された教育機関（1921-22年）。1922年にはヴフテインの一部になった。

・ヴフテイン（国立高等芸術・技術研究所）

1） ヴフテマスの変革の結果創設されたモスクワの教育機関（1926-30年）。

2） ヴフテマスとかつてスティーグリッツ図画技術中央学校が統合されてペトログラード（後のレニングラード）に組織された教育機関（1922-30年）。　

ロシア・アヴァンギャルド

ロシア構成主義

久保田　早紀

山田　千佳

岩井　由佳

長谷　文人　
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